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Kato Tutoring School 

きびしく教え、あたたかく育む 

NEWS LETTER 
月 

 

表紙・目次・お知らせ P1 算数オリンピック解答 P7 

引落し明細・塾カレンダー P2 生き物の死にざま① P8 

「逆イールド」・漢検合格者 P3 生き物の死にざま② P9 

英語ランゲージスクール開設 P4 生き物の死にざま③ P10 

算数オリンピック問題 P5 ガラパゴスJapan・四月生まれの著名人 P11 

プログラミング教育 P6 四月生まれの生徒諸君・ハルジオン P12 

 

４ 

 締切日 実施日 

英検 4/28 5/30 

漢検 5/13 6/13 

数検 5/19 6/20 
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１.  3/27引落し明細(一斉授業の場合) 

 

学年 教科 4月分月謝 春期講習費 テキスト代 サポート費 テスト代 合計 

小学1・2年 国算 5,500円 6,600円 14,370円 1,200円  27,670円 

小学3・4年 国算 5,500円 6,600円 9,150円 1,200円  22,450円 

小学5・6年 4教科 11,000円 9,900円 12,670円 1,200円  34,770円 

中学1年 5教科 15,300円 14,850円 16,540円 1,200円 3,500円 51,390円 

中学2年 5教科 16,300円 14,850円 16,540円 1,200円 3,500円 52,390円 

中学3年 5教科 17,300円 14,850円 15,380円 1,200円 3,500円 52,230円 

・個別授業の月謝は各自異なります。また個別授業の春期講習費は1,500円(税込)×コマ数です。 

・小学生はテストの受験を選択できます。受験される場合は別途3,500円必要です。 

(税込み) 

２.  塾カレンダー ３月～５月 

3/20 金 春期講習① 4/4 土  4/19 日 休み 

3/21 土 春期講習② 4/5 日 全国模試 4/20 月  

3/22 日 春期講習③ 4/6 月 ４月授業開始 4/21 火  

3/23 月 休み 4/7 火  4/22 水  

3/24 火 休み 4/8 水  4/23 木  

3/25 水 休み 4/9 木  4/24 金  

3/26 木 春期講習④ 4/10 金  4/25 土  

3/27 金 春期講習⑤・引落し日 4/11 土  4/26 日 休み 

3/28 土 春期講習⑥ 4/12 日 休み 4/27 月 引落し日 

3/29 日 休み 4/13 月  4/28 火  

3/30 月 春期講習⑦ 4/14 火  4/29 水  

3/31 火 春期講習⑧ 4/15 水  4/30 木 休み 

4/1 水 春期講習⑨ 4/16 木  5/1 金 休み 

4/2 木 春期講習⑩ 4/17 金  5/2 土 休み 

4/3 金 春期講習⑪ 4/18 土  5/3 日 休み 

～塾からのお知らせ～ 
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英語「ランゲージスクール」開設 

ネイティブのレッスンで、生きた英語‼ 使える英語‼ 

コース 対象年齢 レッスンスタイル 月謝 

ゲームイングリッシュ 年中～小3 
45分(週1回)×4回 

映像:3回 /スカイプ:1回 
6,000円(税別) 

エレメンタリー 小3～小6 
60分(週1回)×4回 

映像:30分 /スカイプ:25分 
7,000円(税別) 

プレップ 小6～中3 
60分(週1回)×4回 

映像:30分 /スカイプ:25分 
9,000円(税別) 

プレップアドバンス 中2～高3 
スカイプ(30分)×4or5回 

※ 
5,000円(税別) 

※レッスン回数を自由に増やすことができます。レッスン料は、プラス2回までは１回につき500円、プ

ラス3回以降は1回につき400円。例えば、プラス4回の場合、400円×4回＝1,600円の追加料金となりま

す。 

 

 

『スゴイ‼』って言われるキミになろう‼ 

映像 

約30分 

すぐに外国人の先生ではな

く、まずは日本人の先生が

キミに合わせてわかりやす

く解説。英語を話す準備が

しっかりできるから安心‼ 

※「エレメンタリー」と 

「プレップ」の場合の 

流れです。 

スカイプ スカイプ 

約25分 

日本人の先生と確認した英

語を使って外国人の先生と

英会話。スカイプで1対1

のやりとり。キミのペース

でゆっくりすすめるよ‼ 

 スカイプ 
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WHOはなぜパンデミック宣言をしないのか！？ 
新型コロナ肺炎が全世界に広がりつつある。3/8現在、各国のメディアはパンデミックをという言葉をつかっ

ているが、WHOだけは使わない。なぜなのか？ 

みなさんは「CATボンド」って聞いたことありますか。「大災害債券」と翻訳されています。つまり、catとは 

catastropheのことです。リスク関連証券なのですが、普通社債よりも高い利率が支払われる代わりに、台風・

洪水・地震などの自然災害が発生した場合には、投資家の償還元本が減少する仕組みの債券なのです。 

2017年、世界銀行が日本・ドイツ・WHOと連携して「パンデミック緊急ファシリティ」と称するCATボンドを

発行しました。総額4億2,400万ドル。世界の77か国の途上国でパンデミックが発生した場合、その救済資金を

捻出する目的です。債券ではありますが、災害保険に似た性質を持っています。 

現在の「コロナ」はWHOがパンデミック宣言さえすれば、その他すべての発動要件は満たしています。つま

りWHOが「うん」と言えば、世銀を通して、アフリカ・アジア・南米の国々にコロナ対策のための資金が拠

出されるのです。でも「うん」とは言わない。なぜか？ 

実はこの「パンデミック緊急ファシリティ」、今年の7月で満期となります。それまで「パンデミック」が起

らなければ、投資家たちは元本を償還され、プラス高利の利息をゲットできるのです。他方、「パンデミッ

ク宣言」がなされると、利息はおろか元本まで失ってしまうのです。 

おそらく、有力投資家たちからWHOに圧力がかかっているのでしょう。さて、どこまでねばるか。 

万一コロナに感染しても、途上国の弱者層は何の医療サービスも受けられず、ただ自然治癒を祈るしかあり

ません。しかし機関投資家たちはそんなことは気にも留めない。その非情さで金融界を生き抜いているわけ

です。それにしても情けないのはWHO。テドロス事務局長はひょっとするとテロに遭うかもしれない。  

 (※3/12ついにWHOはパンデミック宣言を出しました)                 (文責・上岡)                                

算数オリンピック 

線は道路を表している。 

ＡからＢまで遠回りせずに行く行き方は、

何通りあるか。ただし、道路以外の場所

を通ってはいけない。 

    

    

    

Ａ 

Ｂ 

 バスで行っ

てもいいの

かなあ？ 

 ・・・ 

・・・ 
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季節風 
blowing into 

   Education 

2020年4月から、小学校での「プログラミング教育」はどんな授業が行われる？ 

授業で「プログラミング的思考」をどう育てるのか                  

「物事には順番がある」「物事は切り分けることがで

きる」ことを、身近な生活の体験と結び付けて身に着

けていくことが小学校でプログラミング的思考を育む

ことにつながっていきます。そうした学び方を通し、

プログラミングは、社会や世の中の課題解決のために

あるという本質を体験的に学ぶことにもつながりま

す。また、プログラミング的思考は、教科で学ぶ内容

をより確実に理解することを目的に、各教科の中でも

取り入れられていきます。       では小学校の

授業の中で、どのように学んでいくのでしょうか。理

科「電気の性質」を学習したあとで、「信号機」をと

りあげる授業例を紹介します。「コンピュータやプロ

グラミングの働きが社会で役立っていることに気づ

く」ことをねらいとして、信号機のしくみを調べた

り、実際に簡単なプログラムを作って確かめたりする

学習が行われます。            例えば

「学校の前の横断歩道に信号機を設置するとしたら、

どんなプログラムがよいか考える」など、具体的な利

用場面を考えることよって同じ信号機でも場所によっ

てプログラムが変わってくることに気づきます。青信

号を点灯させる時間を決めるにも、横断歩道の長さや

登校時間、下校時間の配慮など、様々なことを考える

必要があることに話し合いの中から気づいていきま

す。その目的、意図通りに信号機を点灯させるには 

「プログラミング教育」が始まる理由とは？ 

これからの子どもたちが生きる社会は、グローバル

化、ＡＩの進展などにより、大きく変化していきま

す。そんな予測のつかない社会において求められるの

は、様々な課題に対して、多様な人と協働・共創して

いく力です。                          

知識・技能だけではなく、思考力・判断力・表現力、

学びに向かう力・人間性が資質・能力として重視さ

れ、2020年度４月から、小学校で新学習指導要領が導

入され、学校教育も変わっていきます。                                      

新たに始まる学びの１つが「プログラミング教育」で

す。自動車や家電など身近な生活ですでに多くのコン

ピュータが搭載されており、情報機器や情報サービス

を利用することは当たり前になりつつあります。それ

らの仕組みを理解し、目的に合わせて適切に活用し、

社会の課題を創造的に解決する力を身に着けることが

目的です。                    

プログラミングという教科ができるのではなく、各教

科や総合的な学習の時間の中で、「プログラミング的

思考」という論理的な思考を身につけることが目指さ

れていきます。      
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どうプログラムすればよいのか、みんなで話し合ってフローチャートを作成していきます。このときに「順

次」「繰り返し」「条件分岐」などのコンピュータの基本的な考え方も学んでいきます。最後にPCやタブ

レットなどを使って、考えたプログラムを実際に組んでみて意図通りに動くかどうか試行錯誤をくりかえし

て、完成させていきます。    

プログラミング教材の開発者に聞く、プログラミング的思考の伸ばし方とは？ 

新しいことや、難しそうなことでも、学ぶことを“嫌いにさせない”ということがポイントです。まずは、

子どもたちが「楽しい！」と思えるようなきっかけを作っていただけるとよいのではないでしょうか。                                 

ご家庭でも、前述の信号機の授業の例のように、身近な生活の中でコンピュータが活用されていることを話

題にすることで興味関心のきっかけになります。子どもたち、とくに低学年の子供たちは、自分が体験した

「結果」だけを見がちです。なぜその「結果」がおきたのか、何をしたときにそうなったのかを考えること

で、しくみに興味をもつようになります。例えば、自動ドアはどこまで近づいたら開くのか、近づいたこと

はどこで検知しているのかなど、いつも身の回りにあるものについてよく観察したり、考えたりすること

で、興味関心が育っていきます。ロボット教室に連れて行ったけれど、興味がなさそう･･･という場合に

も、自動ドアの例のように身近な生活にある「しくみ」や「工夫」について考えるきっかけをつくることで

も子どもたちの視野は広がっていくと思います。                              

                             （ベネッセ教育情報サイト 西村裕子） 

算数オリンピック解答 

〈答え〉３５通り  間違えた人は「数え方」を知らなかったのだろう。解説を読み、覚えておいてほしいです。 

〈解説〉３５通り  中学入試の基本問題である。中学受験生には簡単な問題であるが、大人には難しい問題で

ある。下図で、考え方を説明する。 

AからBとFへ行く最短の経路は、それぞれ1通りであり、Cへ行く行き方もA→B→Cの1通りである。AからEへ行く行き方

はA→B→EとA→F→Eの2通りであり、1＋1＝2て゜表せる。 

AからDへ行く行き方はA→B→E→DとA→F→E→Dの2通りと、A→B→C→Dの1通りがあり、1＋2＝3と表せる。 

結局、AからDへ行く最短経路は3通りとなる。交差点に書いた数字を足しているわけである。 

  

A B 

F 

C 

D E 

  

A 

1 2 3 

1 1 

    

    

    

このやり方で、もとの図の交

差点に行き方の数を書き込

むと、右図のようになる。 

AからBまで遠回りせずに行く

行き方は、35通りとなる。 2 

3 

20 10 

35 

1 1 1 1 

4 
1 

1 

1 

A 

5 4 3 

15 10 6 
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命
」
の
象
徴
と
し
て
、 

「
か
げ
ろ
う
の
命
」
と
い
う
言
葉
が
つ
く
ら

れ
た
。 

日
本
以
外
で
も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
同
じ
だ
っ

た
よ
う
だ
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
を
意
味
す
る
学
名
は
、

「
一
日
」
と
い
う
意
味
と
「
翅
」
と
い
う
意

味
の
ラ
テ
ン
語
か
ら
作
ら
れ
た
造
語
だ
。 

切
手
や
は
が
き
な
ど
の
使
い
捨
て
の
一
時
的

な
印
刷
物
を
「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」
と
呼
ぶ
が
、

こ
れ
も
「
一
日
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語

に
由
来
し
て
お
り
、
「
カ
ゲ
ロ
ウ
の
よ
う
に

刹
那
的
な
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で

い
る
。 

こ
の
よ
う
に
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
短
い
命
の
象
徴

で
あ
る
。
一
日
で
死
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ

る
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫
は
、
実
際
に
は
数
時
間

し
か
生
き
ら
れ
な
い
。
短
く
は
か
な
い
命
で

あ
る
。 

実
は
、
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
昆
虫
の
世
界
で
は
決

し
て
短
い
命
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
相
当
の

長
生
き
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
だ
。 

確
か
に
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
成
虫
に
な
る
と
数
時

間
の
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
う
。
「
か
げ
ろ
う

の
命
」
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
、
短
い
命
な
の

だ
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
成
虫
の
話
で

あ
る
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
幼
虫
の
時
代
を
何
年
間
も 

過
ご
す
。
正
確
な
幼
虫
の
期
間
は
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
二
、
三
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
セ
ミ
と
同
じ

よ
う
に
、
幼
虫
の
時
間
が
長
い
の
だ
。 

昆
虫
の
多
く
は
、
卵
か
ら
成
虫
に
な
っ
て
死
ぬ
ま
で

が
数
カ
月
か
ら
一
年
以
内
で
あ
る
。
そ
れ
と
比
較
す

る
と
、
カ
ゲ
ロ
ウ
は
何
倍
も
寿
命
が
長
い
と
言
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
が
目
に
す
る
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫
は
、
カ
ゲ
ロ

ウ
に
と
っ
て
は
死
ぬ
間
際
の
一
瞬
の
姿
な
の
で
あ

る
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
は
、
川
の
中
に
棲
ん
で
い
る
。
流

れ
の
あ
る
川
な
ど
に
棲
む
た
め
、
よ
く
渓
流
釣
り
の

餌
に
用
い
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
数
年
を
か
け
て
成
長
を
し
た
後
に
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
羽
化
し
て
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
な
る
の

だ
。 

と
こ
ろ
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
は
他
の
昆
虫
と
比
べ
て
変

わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

一
般
に
昆
虫
は
幼
虫
が
羽
化
し
て
翅
を
持
つ
と
成
虫

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
は
違
う
。
幼
虫
か

ら
羽
化
し
て
も
、
ま
だ
成
虫
に
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
か
ら
羽
化
し
た
も
の
は
、
「
亜
成

虫
」
と
い
う
成
虫
の
前
段
階
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
。 

こ
の
亜
成
虫
は
翅
が
あ
っ
て
空
を
飛
ぶ
。
し
か
し
、

亜
成
虫
は
あ
く
ま
で
も
亜
成
虫
で
あ
っ
て
、
成
虫
で

は
な
い
。
カ
ゲ
ロ
ウ
は
こ
の
亜
成
虫
の
姿
で
移
動

し
、
再
び
脱
皮
を
し
て
、
最
終
的
に
成
虫
と
な
る 
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の
で
あ
る
。 

何
と
も
奇
妙
な
生
態
だ
が
、
じ
つ
は
カ
ゲ
ロ
ウ
は
昆
虫

の
進
化
の
過
程
で
は
、
か
な
り
原
始
的
な
タ
イ
プ
で
あ

る
。
昆
虫
の
進
化
の
過
程
の
古
い
生
活
史
を
今
に
残
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
進
化
を
遂
げ
た
現
在
の
昆
虫
の
常

識
か
ら
見
れ
ば
、
奇
妙
な
生
態
を
持
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
カ
ゲ
ロ
ウ
の
生
活
史
の
方
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の

だ
。
昆
虫
の
進
化
は
謎
に
満
ち
て
い
る
。 

何
し
ろ
、
私
た
ち
の
祖
先
が
、
ひ
れ
を
持
つ
魚
類
か
ら

足
を
持
つ
両
生
類
に
進
化
を
遂
げ
て
、
地
上
へ
の
進
出

を
試
み
て
い
た
頃
、
す
で
に
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
仲
間
は
翅

を
持
ち
、
現
在
と
同
じ
よ
う
に
空
を
飛
ん
で
い
た
ほ
ど

だ
。 

地
球
に
初
め
て
誕
生
し
た
昆
虫
は
翅
が
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
翅
を
発
達
さ
せ
て
空
中

を
飛
ん
だ
最
初
の
昆
虫
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
三
億
年
。
カ
ゲ
ロ
ウ
は
現
在
も
変
わ
ら
ぬ
姿

を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
す
ご
い
。
カ
ゲ
ロ
ウ
は
生
き
た

化
石
な
の
で
あ
る
。
生
き
残
っ
た
も
の
が
勝
者
と
い
う

進
化
の
生
き
残
り
ゲ
ー
ム
の
中
で
は
、
カ
ゲ
ロ
ウ
こ
そ

が
最
強
の
生
物
の
一
つ
な
の
だ
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
三
億
年
も
の
間
、
カ
ゲ
ロ

ウ
は
厳
し
い
生
存
競
争
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
。 

そ
の
秘
密
こ
そ
が
、
「
は
か
な
い
命
」 

に
あ
る
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
に
と
っ
て
、
「
成
虫
」
と 

い
う
ス
テ
ー
ジ
は
、
子
孫
を
残
す
た
め
の
も
の
で
し
か
な

い
。
成
虫
に
な
っ
た
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、
餌
を
獲
る
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
餌
を
食
べ
る
た
め
の
口
も
退
化
し

て
失
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
餌
を
獲
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
だ
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
に
と
っ
て
は
、
餌
を
食
べ
て
自
ら
が
生
き
る
こ

と
よ
り
も
、
子
孫
を
残
す
こ
と
の
方
が
大
切
な
の
で
あ

る
。 

翅
を
持
っ
た
成
虫
が
、
い
た
ず
ら
に
長
く
生
き
て
い
れ

ば
、
子
孫
を
残
す
前
に
天
敵
に
食
べ
ら
れ
た
り
、
事
故
に

あ
っ
た
り
し
て
、
死
ん
で
し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
ど

ん
な
に
長
生
き
し
て
も
、
子
孫
を
残
せ
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
よ
う
に
成
虫

の
期
間
が
短
け
れ
ば
、
子
孫
を
残
す
と
い
う
目
的
を
達
成

し
や
す
く
な
る
。
カ
ゲ
ロ
ウ
に
「
天
敵
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫
は
、
天
命
を
全

う
す
る
た
め
に
命
を
短
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
は
い
え
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
飛
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
い
カ
ゲ

ロ
ウ
に
は
、
天
敵
か
ら
逃
げ
る
力
も
な
け
れ
ば
、
身
を
守

る
術
も
な
い
。 

そ
ん
な
カ
ゲ
ロ
ウ
の
中
に
は
大
き
な
群
れ
を
作
る
種
類
が

あ
る
。 

そ
れ
も
少
し
ば
か
り
の
大
き
さ
で
は
な
い
。
大
き
な
大
き

な
群
れ
を
作
る
の
で
あ
る
。 

夕
刻
に
な
る
と
、
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
は
一
斉
に
羽
化
し
て
成

虫
と
な
り
、
大
発
生
す
る
の
だ
。 

日
本
で
大
発
生
が
話
題
に
な
る
例
と
し
て
、
オ
オ
シ
ロ
カ

ゲ
ロ
ウ
が
あ
る
。
そ
の
数
は
尋
常
て
は
な
い
。 

空
を
舞
う
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
は
、
ま
る
で
紙
吹
雪
の
よ
う
で
あ

る
。 

視
界
が
塞
が
れ
て
、
道
路
で
は
、
追
突
事
故
が
起
き
た
り
、

通
行
止
め
に
な
っ
た
り
す
る
。
電
車
が
止
ま
っ
た
り
し
て
交

通
麻
痺
を
引
き
起
こ
す
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
間

の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
大
群
で
発
生
す
る
の
で
あ

る
。 

カ
ゲ
ロ
ウ
は
日
が
傾
き
薄
暗
く
な
っ
た
時
間
を
見
計
ら
っ
て

羽
化
を
始
め
る
。
夕
刻
に
発
生
す
る
の
は
、
昆
虫
の
天
敵
で

あ
る
鳥
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
カ
ゲ
ロ

ウ
が
地
球
に
出
現
し

た
大
昔
に
は
、
鳥
類

な
ど
影
も
形
も
な

い
。
鳥
が
ね
ぐ
ら
に

帰
る
時
間
帯
に
羽
化

す
る
と
い
う
の
は
、

長
い
進
化
の
歴
史
の

中
で
カ
ゲ
ロ
ウ
が
獲

得
し
た
知
恵
な
の
だ

ろ
う
。 

し
か
し
、
夕
刻
に
な
る
と
現
れ
る
天
敵
も
い
る
。
コ
ウ
モ
リ

で
あ
る
。 

コ
ウ
モ
リ
た
ち
は
、
狂
喜
乱
舞
し
て
次
々
に
カ
ゲ
ロ
ウ
を
捕

食
す
る
。
し
か
し
、
大
量
に
発
生
し
た
カ
ゲ
ロ
ウ
を
食
べ
尽

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
多
く
の
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
は
生

き
残
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
れ
こ
そ
が
、
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
の
作
戦
で
あ
る
。
大
き
な
大

き
な
群
れ
を
作
っ
て
い
た
の
は
、
コ
ウ
モ
リ
に
食
べ
尽
く
さ

れ
な
い
た
め
だ
っ
た
の
だ
。 
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あ
る
も
の
は
食
わ
れ
、
あ
る
も

の
は
生
き
残
り
、
カ
ゲ
ロ
ウ
た

ち
は
群
れ
で
舞
い
続
け
る
。
こ

の
大
群
の
中
で
、
オ
ス
と
メ
ス

が
出
合
い
、
交
尾
を
す
る
の
で

あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に

許
さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ
て
い

る
。
何
し
ろ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫

に
与
え
ら
れ
た
寿
命
は
ご
く
わ

ず
か
な
の
だ
。 

シ
ン
デ
レ
ラ
の
舞
踏
会
の
よ
う

に
時
を
刻
む
鐘
が
鳴
れ
ば
、
魔

法
が
解
け
る
よ
う
に
カ
ゲ
ロ
ウ

た
ち
は
こ
の
世
か
ら
き
え
さ
っ

て
し
ま
う
の
だ
。 

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
カ
ゲ
ロ

ウ
た
ち
は
交
尾
を
行
う
。 

 

カ

ゲ

ロ

ウ

に

と

っ

て
、
「
成

虫
」
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
は
、
子

孫
を
残
す
た
め
の
も
の
で
し
か

な
い
。 

交
尾
を
終
え
た
オ
ス
た
ち
は
、

天
命
を
全
う
し
た
満
足
感
と
と

も
に
、
そ
の
生
涯
を
終
え
る
。 

「
カ
ゲ
ロ
ウ
の
命
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
は
か
な
く
静
か

に
、
命
の
炎
は
消
え
て
い
く
の

で
あ
る
。 

一
方
、
メ
ス
た
ち
は
ま
だ
死
ぬ 

わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

メ
ス
た
ち
に
は
、
残
さ
れ
た
し
ご
と
が
あ
る
。

川
の
水
面
に
着
水
し
て
、
水
の
中
に
卵
を
産
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
早
く
し
な
け

れ
ば
、
命
が
尽
き
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
夜
は

刻
一
刻
と
更
け
て
い
く
。
ま
さ
に
時
間
と
の
戦

い
な
の
だ
。 

し
か
し
、
無
事
に
着
水
し
た
と
し
て
も
、
メ
ス

に
一
息
つ
く
時
間
は
な
い
。 

魚
た
ち
に
と
っ
て
、
水
の
上
の
カ
ゲ
ロ
ウ
は
、

恰
好
の
餌
で
し
か
な
い
。
次
々
に
着
水
す
る
カ

ゲ
ロ
ウ
た
ち
を
、
今
度
は
魚
た
ち
が
狂
喜
乱
舞

し
て
食
い
始
め
る
。 

そ
し
て
、
あ
る
も
の
は
食
わ
れ
、
あ
る
も
の
は

生
き
残
る
。 

運
よ
く
生
き
残
っ
た
メ
ス
た
ち
は
、
水
の
中
に

新
し
い
命
を
生
み
落
と
す
。
そ
し
て
、
卵
は
静

か
に
水
の
底
へ
と
沈
ん
で
い
く
の
だ
。 

産
み
落
と
し
た
命
を
見
届
け
た
か
の
よ
う
に
、

メ
ス
の
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
の
命
の
炎
も
消
え
て
ゆ

く
。 

子
孫
を
残
す
。
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
に
と
っ
て
は
、

た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
生
涯
で
あ
る
。 

何
と
い
う
は
か
な
い
生
き
物
だ
ろ
う
。
何
と
い

う
は
か
な
い
命
だ
ろ
う
。 

息
絶
え
た
メ
ス
の
亡
骸
も
ま
た
、
魚
た
ち
に

と
っ
て
は
、
恰
好
の
餌
で
あ
る
。
魚
た
ち
の

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ
う
に
な

い
。 

残
酷
に
時
が
過
ぎ
れ
ば
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
わ

り
で
あ
る
。
カ
ゲ
ロ
ウ
の
成
虫
は
数
時
間
し
か

生
き
る
こ
と
は
な
い
。
夜
が
更
け
れ
ば
、
交
尾

を
終
え
た
満
足
げ
な
オ
ス
た
ち
も
、
水
面
ま
で

た
ど
り
つ
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
メ
ス
た
ち

も
、
交
尾
に
失
敗
し
た
多
く
の
成
虫
た
ち
も
、

次
々
に
死
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。 

短
い
命
で
あ
る
。 

夜
が
更
け
れ
ば
、
辺
り
一
面
、
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち

の
大
量
の
む
く
ろ
が
、
紙
吹
雪
の
よ
う
に
風
に

舞
う
。
ま
る
で
地
吹
雪
か
何
か
に
さ
え
見
え
る

そ
の
よ
う
す
は
、
も
は
や
気
象
現
象
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
だ
。 

こ
う
し
て
、
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
の
一
夜
が
終
わ

る
。 

静
か
に
短
い
命
で
あ
る
。
は
か
な
い
命
で
あ

る
。 

し
か
し
、
こ
の
は
か
な
い
命
こ
そ
が
、
カ
ゲ
ロ

ウ
た
ち
が
三
億
年
の
歴
史
の
中
で
進
化
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
カ
ゲ
ロ
ウ
た
ち
は
、
間
違
い
な

く
そ
の
生
涯
を
鮮
や
か
に
生
き
切
り
、
天
寿
を

全
う
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

カゲロウの幼虫 

 



11 

十
月
う
ま
れ
の
著
名
人 

〈１月生まれの著名人〉 

 

四月生まれの著名人 

ライラック 

竹内結子  桑田真澄  親鸞  アンデルセン 

 池田光政  山本五十六  カラヤン  法然 

鉄腕アトム  釈迦  小林秀雄  チャップリン 

 レオナルドダビンチ  板垣退助  犬養毅 

        カント  クロムウェル 

          シェークスピア  島津斉彬 

           中原中也  昭和天皇 

           ガウス(言葉より先に計算を 

          覚えたといわれる)                               

        三浦春馬  ジャッキーチェン 

   森山直太朗  坂東玉三郎  竹内涼真 

  上地雄輔  西城秀樹  上沼恵美子 

ガラパゴスJapan 「第4次産業革命」が日本にもたらす決定的な敗北 Wedge  Infinity  ( 友森敏雄) 3/14配信・改編 

日本の現場でよくあることだが、生産（仕事）のプロセスやノウハウが個々人の頭の中にある、つまり「暗黙知」となっていて「形式

知（組織知）」化されていない。だから、納期（仕事の終了）までにどのくらいの時間が必要で、コストがいくらかかるかは、個々人の

経験や勘から引っ張り出すしかない。 

「日本の製造業は品質は優れていますが、それ以外の点で諸外国との競争に負けてしまうケースも多く見られます。実にもった

いない。（中略）仕組みさえあれば、日本の製造業の現場技術者は世界一の水準です。（中略）そのような技術者が、まさに素手

で、ITを装備した新興国と競争している」  

日本の製造現場は、「下請け」や「系列」という言葉に表されるよに、「縦の関係」のなかで「すり合わせ」をして製品を作ってきた。

しかし、世界は「モジュール化」と呼ばれる「横の関係」で、部材を集めてそれを統合することに主軸を移している。横のつながりを

スムーズにするためにはインターフェイスを共通化することが必要になる。  

サイバーフィジカルシステム（CPS）と呼ばれる標準化活動が活発化しており、統合基幹業務システム（ERP＝会計、人事、生

産、流通、販売情報を統合して一元化するシステム）、製造実行システム（MES）、製品ライフサイクルマネジメント（PLM）などとい

うソフトウェアの導入が進んでいる。 

ところが、日本においてソフトウェアの導入は、経理・財務部門での使用に止まっていることが多いという。  

先日、こんなこともあったそうだ。東南アジアの投資銀行が日本

のある地銀に対して、日本の売上50～100億円規模の中堅企

業に出資して東南アジア企業と連携させたい、という打診があっ

た。その地銀がピックアップした有望な企業を10社ほど提案した

が、「もっと普通の企業を紹介してほしい」と、全て「投資不適格」

にされたという。  

原価管理はエクセル、スケジュール管理はホワイトボード、品質

管理はベテランの技術者が一人でやっていて、ERPといった標

準的なシステムが全く導入されていない……。技術はあっても、

それ以外の部分が、ガラパゴス化していることが原因だ。 

https://search.yahoo.co.jp/search?p=%E3%83%A2%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%8C%96&ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&fr=link_direct_nws

